














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 以下の金子潤の履歴は、岩井美恵子、岐阜県現代陶芸美術館編集『Jun Kaneko Selected 28
Works 1989-2005』、岐阜県現代陶芸美術館、2006年の挨拶文をまとめたものである。
 榎本徹著「オマハ・プロジェクト-陶芸家・金子潤私論-」、岩井美恵子、岐阜県現代陶芸美29





















『Jun Kaneko Selected Works 1989-2005』所収、岐阜県現代陶芸美術館、2006年、p. 76-
77
 岩井美恵子著「「ダンゴ」という自画像」、岩井美恵子、岐阜県現代陶芸美術館編集『Jun 31













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































            ⒐ :h56×w56×d56㎝ 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ま が ね く が ね
略）伊邪那岐命が子の迦具土神を斬り殺した際、石むらに飛び散った血が建布



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（Wilhelm Maximilian Wundt、1832-1920年） 
　ドイツの生理学者、哲学者、心理学者であり、心理学の創始者とされている。1864
年、ヴントはハイデルベルク大学で「生理学的心理学」の講義をはじめて行った。
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図16.《Omaha Brickworks Project, 1982-1984》、http://www.junkaneko.com/
artwork/special-projects-detail/channel/C42/#/5、『JUN KANEKO』、閲覧日
2016年/11/10 
図17.《Mission Clay, Pittsburg Project, 2004-2007》、http://
www.junkaneko.com/artwork/special-projects-detail/channel/C44/#/11、『JUN 
KANEKO』、閲覧日2016年/11/10 
図18.《Mission Clay, Fremont Project,1993-1995》、http://www.junkaneko.com/
artwork/special-projects-detail/channel/C43/#/4、『JUN KANEKO』、閲覧日
2016年/11/10 

































































設事務局研究紀要 ; 第2号 : アヴァンギャルド、視差において』［PDFファイル］、
金沢21世紀美術館建設事務局、2003年、閲覧日2016年11/13 
・相賀徹夫編集『世界陶磁器全集３　日本中世』、小学館、1977年 
 214
・白洲正子、八木一夫本文『日本のやきもの7　信楽・伊賀』、淡交社、1964年 
・梅原猛著『日本冒険第一巻異界の旅へ』、角川書店、1988年 
・髙木貞重、山田敦雄、江尻潔、神内有里編集『鉄を叩く-多和圭三展』、多和圭三
展実行委員会、2010年 
・第25回こうさくてん パンドーラ、フライヤー、2015年 
・アーシュラ・K・ル・グィン著、『風の十二方位』、早川書房、1980年 
・日本大辞典刊行会『日本国語大辞典〔縮刷版〕　第八巻』、小学館、1981年 
・『百科事典マイペディア電子辞書版』［電子辞書］、カシオ、日立システムアンドサー
ビス2007年 
・ジェレミー・スタンルーム著、伊藤綺訳「ある学問分野の誕生」、『シリーズ知の
図書館３図説世界を変えた50の心理学』、原書房、2014年 
・ヴィルヘルム・ヴント著、川村宣元・石田幸平共訳『体験と認識-ヴィルヘルム・ヴ
ント自伝-』所収、東北大学出版会、2002年 
・白隠 慧鶴原著、芳澤勝弘訳注『夜船閑話』、禅文化研究所、2000年 
・今村仁司編訳者『現代語訳　清沢満之語録』、岩波書店、2001年 
・http://www.sccp.jp/artist-in-r/about-artist-in-r/、『陶芸の森』、閲覧日2016年/
11/10 
・『陶説七月号　通巻第760号』、日本陶磁協会、2016年
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